
工 種 数 量 総 括 表

工　種：床版補修工

種　別 細　別 規　　格 単位 数　量 摘　　要

 断面修復工 式 1    

 左官工法  有り 0.1ｍ3以上 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ m3 0.111  

 左官工法  無り 0.1ｍ3未満 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ m3 0.002  

 運搬処理工 式 1    

 人力積込  ｺﾝｸﾘｰﾄ塊 m3 0.1  

 殻運搬  ｺﾝｸﾘｰﾄ(無筋)構造物 m3 0.1   (有)大昇運輸 L=3.0km

 殻処分  無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ塊 t 0.3  

 表面保護工 式 1    

 表面含侵工法  反応型けい酸塩系含浸材 m2 164.6   上向き施工



数　量　集　計　表
種　　別：断面修復工

細 別  /  規 格 算　　　　　　　　　　　式 単位 数　量

左官工法

ｹﾚﾝ･防錆処理有り 床版補修図(1)より

0.1m3以上 V = 0.0317＋0.0793 = 0.1110

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ m3 0.111  

左官工法

ｹﾚﾝ･防錆処理無し 床版補修図(1)より

0.1m3未満 V = 0.0002＋0.0016 = 0.0018

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ m3 0.002  

1.0式 当り



数　量　集　計　表
種　　別：運搬処理工

細 別  /  規 格 算　　　　　　　　　　　式 単位 数　量

人力積込

ｺﾝｸﾘｰﾄ殻 床版補修図(1)より

V = 0.111＋0.0018 = 0.1128

m3 0.1  

殻運搬

ｺﾝｸﾘｰﾄ(無筋)構造物 床版補修図(1)より

L=3.3km以下 V = 0.111＋0.0018 = 0.1128

m3 0.1  

殻処分

無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ魂 殻運搬より　V=0.1128m3

W = 0.1128×2.35 = 0.265

t 0.3  

1.0式 当り



数　量　集　計　表
種　　別：表面保護工

細 別  /  規 格 算　　　　　　　　　　　式 単位 数　量

表面含侵工法

反応型けい酸塩系 床版補修図(2)より　A=82.283m2/径間

含浸材(上向き) A = 82.283＋82.283 = 164.566

m2 164.6  

1.0式 当り



単位数量計算書
細　　別：表面含侵工法 100m2 当り

規　　格：反応型けい酸塩系

単 位 数　量

表面含浸材

反応型けい酸塩系 標準使用量：50m2/缶，標準塗布量：0.2kg/m2

RCｶﾞｰﾃﾞｯｸｽ土木用

退色性着色工法 100m2当り使用量×ロス率(上向き20％)より

相当品 N = (100÷50)×1.2 = 2.400

缶 2.4  

略　図

材 料 / 規 格 算　　　　　　　　　　　式
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※ 表面含浸材を塗布する場合は、塗布漏れなどの施工性を考慮して、退色性着色剤を混合して
　 塗布すること。（塗布前に十分に攪拌すること。）
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